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被
仰
付
候
て
、
江
戸
へ
被
成
御
座
候
。
池
問
。
印
刷
的
巾
候
は
、
し
は
吉

御
人
故
普
融
制
の
山
宜
主
厭
う
て
、

五
間
許
と

仰
付
ら
れ
た
る
も
の
と

去
。
肥
後
被
巾
候
は
.
い
や
/
¥
仰
い
山
は
何
と
有
て
も
、城
世
u
路
な
ど
に

は
授
を
厭
紛
ふ
御
心
陀
て
は
な
し
。
何
と
ぞ
思
召
有
べ
し
と
也。

さ

大
限
の
披
を
築
候
時
、
地
図
三
友
術
門

稲
川
川
左
術
門
・加
臨
時
肥
後
守

殴
に
被
仰
付
候
。
初
期
限
三
間
許
有
之
候

E
.
五
問
併
に
す
べ
し
と

所
の
役
人
へ

、
何
と
ま
だ
と
の
し
ろ
は
止
ま
ざ
る
や
と
野
ら
れ
候
へ

ば
.
先
日
御
料
理
に
上
可
申
哉
と
伺
候
へ
ば
.
沿
け
と
上
意
也
。
不

鮮
な
る
誌
と
巾
候
へ
ば
、
佐
渡
殿
.
左
桜
に
有
べ
し
。

し
は
き
岳
人

ゆ
ゑ
、
共
心
仰
を
し
て
先
日
申
た
/
¥
と
被
申
侠
由
。

一
、
大
阪
披
の
掘
餌

故
、
佐
渡
は
何
故
左
様
に
巾
ぞ
と
よ
意
候
へ
ば
、
さ
れ
ば
治
ま
へ
の

御
存
知
の
時
分
は
、
此
と
の
し
ろ
は
末
々
の
者
も
不
被
下
物
故
。

下

直
に
御
座
候
。
今
は
殴
の
被
召
上
候
と
て
、

背
中
の
外
高
直
に
成
.
中

b
k

我
等
鉢
の
品
川
陀
給
ら
る
h

も
の

に
て
無
御
座
候
。
今
日
御
相
伴
故

被
下
候
。
一
段
能
き
物
珍
数
奉
存
と
の
御
訪
な
り
。
共
後
佐
州
御
延

居
候
へ
な
ど
L
上
訟
に
て、

御
利
伴
御
料
理
山
。
例
の
と
の
し
ろ
出

侠
へ
ば
、
佐
州
な
し
抑
制
在
、
般
有
な
ど
h

ひ
と
り
言
の
秘
陀
被
中
侠

可
制
小

股
程

五

ん
と
の
諜
危
り
と
被
巾
候
と
ぞ。

て

天
野
揃
五
右
術
門
天
は
附
仰
の
刷

天
野
開
閉
五
右
衛
門、

開
問
畑
一
一
心
鉛

十
六
段
の
時
夫
背
中
を
勤
候
と
て

m

k
.
伊
豆
殴
味
方
の
討
死
の
数
を
改
め
ら
れ
し
陀
、
裂
を
手
一
束
陀

握
ら
せ
て
共
数
を
改
め
、
討
死
の
者
に

一
筋
づ
L

さ
し
て
泊
り
、
誕

都
共
を
酬
明
候
て
、
問
時
に
は
土
産
に
致
せ
と
て
、
相
阻
顕
を
二
つ
く
れ

申
宮
市
・
候
へ
ば
、
伊
豆
敗
附
て
.
扱
々
凶
郎
は
只
も
の

に
は
な
し
。

此
姉
陀
遜
皮
と
て
呼
し
は
、
此
餓
顕
在
く
れ
・
城
内
は
兵
般
乏
し
か

ら
ざ
る
ゆ
ゑ
.
加
械
の
物
を
も
取
は
や
す
と
、
山
叫
に
此
畑
脱
出
酬
を
見
せ

一
.
松
平
伊
豆
守
の
明
祭

天
草
落
城
ち
か
く
成
て、

披
外
に
凶
郎
の
姉
の
あ
り
け
る
に
逢
度
と

て、

披
内
へ
呼
入
叫
一
明
日
一
肌
Mtm
針
回
し
か
へ
る
時
、
鰻
頭
二
つ
く
れ

て
け
り
。
妨
を
伊
豆
殴
呼
出
し
.
城
内
の
事
を
問
。
妨
し
か

L
¥の

少
も
披
脅
酬
削
注
ど
陀
厭
ム
事
な
し
と
て
御
怒
左
れ
ど
も
.
出
来
の
跡

ゆ
ゑ
不
及
赴
非
候
と
云
削
あ
れ
ば
、
制
…
附
の
山
中
に
は
御
伶
紫
K
被
成

Lerba
こ
b
;
。
此
の
凶
恨
の
帯
、
小
僧
畏
箆

t
s
u
n司
夜

留

に

あ

句

4
6
Z唱

れ
ど
も
池
間・
飢
餓
不
問
入
し
て
、
問
制
餌
寸
問
俳
闘
に
す
る
。
共
後
御
上

裕
氏
て
よ
覧
あ
り
て
沙
汰
の
限
な
り
。
別
的
問
候
て
能
郁
な
れ
ば
、
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